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 「2010年4月1日から2013年3月31日の間に川崎医科大学附属病院消化器外科

で経腸栄養剤投与を受けられた患者さんへのお知らせ」 
 

  「担癌患者におけるプロシュア®の服用効果の臨床的検討」に関する研究につ

いて 
 

 当教室では、2010年4月1日から2013年3月31日までに、川崎医科大学附属病

院消化器外科へ入院し栄養剤投与を受けられた患者さんについて、栄養剤の効

果をさかのぼって検討することを倫理委員会により承認を得ました。 

 本研究の目的は、プロシュア®とそれ以外の栄養剤を比較することで、プロシ

ュア®に多く含まれるエイコサペンタエン酸の効果を検討します。それにより今

後栄養介入を行う患者さんの指標となることが予想されます。この研究結果

は、学会演題や学術論文として発表される予定です。 本研究はカルテからのデ

ータのみを収集する観察研究であり、患者さんの個人情報を抹消した状態で解

析します。従って、患者さんの個人情報が外部に漏れる心配は全くありません。 

 研究をするために必要な資金をスポンサー（製薬会社等）から提供してもら

うことにより、その結果の判断に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こり

かねない状態を利益相反状態といいます。本研究におけるすべての研究者にお

いて、研究費は学内研究費を用いるため利益相反の状態にはなりません。 
 参加を希望されない方や疑問のある方は、遠慮なく下記の問い合わせ先にご

相談下さい。 

 

 
本研究のお問い合わせ先 

担当者:消化器外科学 教授 平井 敏弘 

E-mail: shouge@med.kawasaki-m.ac.jp  
TEL:086-462-1111 (内線 26503) 

FAX: 086-462-1199 


